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【所属会派】 立憲・市民ネット 【常任委員会】民生常任委員会 【その他】東埼玉資源環境組合議会議員

●資格 社会福祉士／防災士／情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
宅地建物取引士／終活カウンセラー（上級）など

●家族 妻と長男、次男、チワワ2匹
●サッカー選手としての経歴
・越谷フットボールクラブ（小学校1年～6年/社会人）
・水戸ホーリーホック【現Ｊリーグ２部】
・国民体育大会（国体）サッカーや全国社会人サッカー

選手権優勝など三度の日本一を経験
・越谷市サッカー協会副会長
・越谷市スポーツ少年団本部長

1975年越谷市に生まれる（昭和50年5月28日生まれ）
1982年清浄院幼稚園卒園
1988年越谷市立桜井南小学校卒業
1991年越谷市立越谷北中学校卒業
1994年埼玉県立越谷北高等学校理数科卒業
1998年法政大学法学部法律学科卒業
2000年現：伊藤忠テクノソリューションズ㈱入社
⇒ IT企業のサラリーマンとして10年勤務

2011年越谷市議会選挙初当選
2015年2期目当選 2019年3期目当選

★電話による市民相談窓口 048-978-3335
基本：平日10：00～18：00大変恐縮ですが、番号通知（表示）がある方のみの対応となります。
もし留守電の場合は要件を録音願います。確認後、折り返し連絡させて頂きます。
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市民を守る！「公共交通の確保と治水対策の強化」

１２月定例議会 一般質問より

【福田質問】 越谷市は、公共交通不便地域（主に市

街化調整区域）解消のための取り組みを進めている。

その方向性は正しいので、前倒しで進めてほしい。そ

の一方で市街化区域でも、公共交通の確保が求めら

れている。その一つに、現在休止している「せんげん

台駅東口～市立病院行き」のバス路線の再開がある。

その路線再開のために一時的な補助金や期間限定

の補助金を導入する考えは？

（私がこのバス路線再開にこだわっている理由は次の

点である。①市民から再開について多くの要望がある

こと。②市立病院という市民の生命に直結する路線で

あること。③採算ラインとかけ離れた乗車率でないこと

（ある程度の採算が見込めること）である。）

【市長答弁】 当該バス路線の再開にむけた支援のた

めの一時金としての補助もしくは期間限定の補助金を

交付することは、財政負担のほか、市内を運行するバ

ス路線の収支状況等を把握したうえで補助対象とする

バス路線の条件を整備する必要があるため、引き続き

他自治体が実施しているバス路線運航補助金等の施

策について調査研究を行っていきたい。
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民生常任委員会／会派による行政調査より 更に詳しく！ブログをチェック

＜民生常任委員会＞
①奈良県天理市（10月23日）
認知症予防「成果連動型支払事業」について

②兵庫県尼崎市（10月24日）
ヘルスアップ尼崎戦略事業について

③愛知県豊橋市（10月25日）
ドローン飛行隊の取組について

＜会派：立憲・市民ネット＞
④広島県呉市（11月5日）
おいしい減塩食で健康生活推進事業について
医療費適正化の取組について

⑤兵庫県神戸市（11月6日）
認知症対策について

⑥京都府京都市（11月7日）
空き家対策について

（質問する私）

市民の皆様から頂いたご意見などを越谷市が行う事業に
反映させるため、会派として55項目の予算要望書を
高橋市長に提出しました。2019年10月１７日提出
（主な要望を下記に記載）
・医療、保健、介護、保育などの人材確保に努めること。
・超高齢社会に対応したごみの収集方法について調査研究
を行うこと。
・治水対策の強化を実施すること。
・大規模災害対応強化および地域防災力の強化を図ること。
・自治会活動への積極的な支援と自治会加入率向上に
努めること。
・LGBT（性的マイノリティ）に対する理解を深め、あらゆる市民
に対して多様性を認める教育・生涯学習を進めること。

令和２年度（2020年度）予算要望書提出

2019年10月23日～25日にて民生常任委員会で
行政調査を実施(①②③）、そして11月5日～7日にて
会派「立憲・市民ネット」で行政調査を実施（④⑤⑥）し
ました。詳細レポートはブログをぜひご確認ください。

【福田再質問】 「せんげん台駅東口～市立病院行

き」のバス路線が再開するためには、やはり乗客が増

えていくことが重要であるが、しかし現状のように終点

が市立病院では、乗客を増やすことは難しいと考える。

既存のバス路線の顧客を奪わない形で、終点を変更

する（路線を延長する）など、行政は色々な案をもって

業者と調整をすることが必要だと考えるが、市長の考

えは？

【市長再答弁】 バス会社は経営面で色々と努力して

いただいていると認識している。そのような中、全体的

な収支のバランスを見ながら、市内の細かいところま

でバスを走らせていただければ大変ありがたい。

各バス会社の経営については、バス路線の保有数な

ど含め、それぞれの事情がある。その中でどれだけ具

体的な議論ができるかが重要であり、その結果によっ

ては、全体的な採算の中で若干の助成をすることは

考えられるが、現状では市と業者でそこまで具体的な

話はできていない。またバスの運転手の確保が大変

難しい状況であると言われている。この確保の支援も

大きな課題である。業者と地域の思いをリンクさせてい

くことが重要だが、すこし時間がかかると思われる。

せんげん台駅東口～市立病院行き
バス路線の再開を考える



【単位：億円】

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

一般会計（通常債） 372.7 335.3 324.3 314.4 307.4 297.0 281.3 265.5 279.7 260.9

一般会計（特例債） 312.9 336.3 352.3 367.4 380.0 393.4 410.2 421.3 430.9 441.7

特別会計 578.6 561.7 543.7 521.1 495.8 476.2 462.8 446.6 427.1 402.0

病院事業 48.5 46.2 43.8 41.3 38.8 36.1 33.4 30.7 27.8 24.8

市債合計 1,312.7 1,279.5 1,264.0 1,244.2 1,222.0 1,202.8 1,187.8 1,164.2 1,165.5 1,129.4

市債前年度比較 ▲ 42.2 ▲ 33.2 ▲ 15.5 ▲ 19.8 ▲ 22.2 ▲ 19.2 ▲ 15.0 ▲ 23.6 1.3 ▲ 36.0

　　　　　

１２月定例議会 一般質問より（続き） １２月定例議会 請願より

ホームページの負荷対応について

台風15、19号から考える治水政策強化について

越谷市の借入金残高は平成30年度で再び減少に転じる！（９月決算特別委員会より）

越谷市は、今までは①一般会計、

②特別会計、③病院事業会計の

３つ合計での借入金残高は毎年

減少させるという運用を貫いてきま

したが、平成29年度は、小中学校

へのエアコン設置で多くの借入を

したことにより借入金残高が約１．３

憶円増加しました。しかし平成30

年度は、約36億の市債の減少とな

りました。ここ数年の傾向からする

とこの減少値は大幅な数値であり、

前年度のプラス分を取り返すのに

値する数字であると言えます。越

谷市の財政規律が守られていると

判断できます。

借入金（地方債残高）推移表防災行政無線が聞こえない時の対応
「電話応答システム」の早期導入を！

車の移動場所の確保について 堤防及び土手の決壊を防げ！

※その他の質問、避難所の開設について、利根川が決壊し

た場合の想定について,バックウォーター現象については、

次号の活動レポートにて報告させていただきます。

【福田質問】 災害が多発する中、情報発信の根幹

のシステムであるホームページが閲覧できなくなると

いう状況は、絶対に避けなければならないが、アクセ

ス集中時に備えてどのような対策を講じているのか？

【市長答弁】 ホームページへのアクセスが集中した

場合の閲覧障がいを回避するための仕組みとして、

負荷分散（コンテンツデリバリーネットワーク）の機能

と災害時専用のトップページに切りかえる機能をあわ

せて導入した。台風19号の影響が最も大きかった10

月12日における市公式ホームページのアクセス数は

約71万9,000件で、これは

前年同月の１日平均アクセス数

約４万2,000件の約17倍となった

が、運用委託業者からは負荷分散

機能はまだ余力を残している

状態であったと報告を受けて

おり、市公式ホームページの

閲覧に支障は出ていなかったと認識している。

台風19号の際、豪雨の影響で防災行政無線が聞こ

えなかったという声を数多く聞きました。越谷市では

ホームページやｃｉｔｙメールなど、複数の手段で防災

行政無線と同様の情報を発信していますが、やはり

スマートフォンやＰＣなどの情報機器の利用が苦手な

高齢者の方からこのような声が多くあります。主にこう

したスマートフォンやＰＣを使いなれていない世代の

方への対応として、現在越谷市ではデジタル防災行

政無線システムの導入を進めており、その中には

防災行政無線の内容を電話で確認することができる

サービス、電話応答システムがあります。

現在令和３年４月の開設が予定されています。

この度の議会では、この電話応答システムを先行し

て導入するように提案しました。

【福田質問】 台風19号においてイオンレイクタウンの

駐車場開放の取り組みは、大変画期的なものだった。

地域に注目すると建物の２階部分に駐車場を持つスー

パーや立体駐車場を持つスーパーなどが複数見受け

られる。イオンリテールやイオンモールと交わしたような

大々的な協定ではなく、車の避難における協力だけで

もよいので、市内の業者と協定を結び、水害の危険が

ある際に車の移動場所を確保していただきたいと考え

るが、市長の考えは？また自治会などが個別にスー

パーなどの業者と協定を結びたいと考えた場合に協定

書の雛形提供や注意点などをアドバイスする考えは？

【市長答弁】 台風第19号の対応については、イオンレ

イクタウンに緊急時における防災活動協力に関する協

定に基づき、協力事項の一つである水害時における住

民等の一時車両避難場所としての駐車場の開放を実

施いただいた。台風が接近する前の10月12日午後３時

に駐車場を開放し、翌日13日午前７時に閉鎖するまで、

市内外の約500台の車両を受け入れたと伺っている。

なお、今回駐車場の開放を初めて実施したことから、市

とイオン側で今後の協定運用について意見交換を行っ

たところ、幾つかの課題を認識した。まず協定では、安

全上の懸念から車両のみの一時避難場所であって、

原則車中泊を認めていないが、今回駐車場を開放す

る前にＪＲ武蔵野線が既に運休していたことから一部の

所有者が帰宅できず、車中泊をした方がいた。また、

イオンレイクタウンも臨時休業している中での駐車場の

開放であったため、避難者から店内のトイレを使用した

いとの要望もあり、施設管理上の支障が生じたとも伺っ

ている。そのほか台風の強風により飛散物等が避難車

両を傷つけた場合の責任の所在など、今後の協定運

用に当たっては駐車場開放の案内とあわせて利用者

へ車両避難に関する注意事項の周知が必要と考えて

いる。今後も民間駐車場の開放は、住民の不安緩和と

財産保護に一定の効果があることから、今回の課題を

踏まえつつ、その他の民間事業者との連携にも努めて

いく。また個別に地域や自治体から、協定について雛

形の提供やアドバイスが求められた場合は、しっかりと

相談にのりながら対応していきたい。

12月議会では、請願（元請願第1号）「越谷市にお

けるパートナーシップの認証制度（仮称）および性

的少数者に関する諸問題への取組みの件」が提出

されました。請願の要旨は下記となっています。

1.越谷市で、同性同士で生活する者も含め家族とし

て扱う「パートナーシップの認証制度（仮称）」を早

期に創設し、その存在を公に認めることで、性的少

数者にとっても住みやすい、魅力あるまちづくりをし

ていただきたい。

2.越谷市の教育、福祉、医療、就業、その他の行政

活動において、性的少数者に配慮した諸施策を講

じていただきたい。

総務常任委員会での質疑において、請願者からは、

だれもが認められる権利を普通に認めてほしい。

（現在のマイナス部分（制限を受ける部分）をなくし

てほしい）。緊急の時に大切な人に寄り添えないこと

を解消してほしいなどの切実な思いが語られました。

本会議では全員賛成（退席2名の除く）で採択され

ました。私自身も、こうした問題への解消には全力

で取り組んで行きたいと思います。

台風第19号による堤防からの水のしみ出しがあった

場所とその対策について質問したところ、元荒川では

北越谷５丁目地内の北越谷第五公園付近及び大成町

１丁目地内の大成川排水機場付近、新方川では船渡

地内の間久里新田橋下流の右岸付近において、職員

の現地パトロールや市民からの数件の連絡をいただき、

状況を確認したとのことした。そして、市では水のしみ

出しが見られた箇所について県と情報を共有するとと

もに、堤内地への水のしみ出しを防ぐための土のうの

設置や重点的なパトロールを継続し、安全の確保に努

めていることを確認しました。


